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テ卿フの太賜縮織観灘ご；其の方法

理學博士　由　　本　　一一・一　藩

　　　　　　　　　　　　　　　　（pt）

　太陽面に現はれる野馳を観翻記録しナこ結果の獲表せられるものは今日世界の

各地に於いて少なくないけれき，其の中でも，最も早い時代から縫績的に行は

れ，最も直接的で，又，最も三塁あるものは，ス井ス國チウ｝ノヒ（Z掘ch）大営

天文i肇に於いて十九世紀の中頃から綾行せられてるるものである。これは初め

同大學教授ラルフが着手したもので，ラルフの死後は現今の同大學天文毫長テ

ルフア氏が此の観測を縫秘してみる。それがために吾入は，i連編聞して二三七

八十年の永きにわたる太陽の黒貼活動の記録を與へられて居るのであるが，尚

此の上に，テルフの研究により十七世紀初頭から十九世紀中頃までの二百撒十

年間にわたる太陽黒竹現象の二二も或る一定の方式によって輿へられ，それが

ラルフ・ラルフア三門の観測結果ε直接に連絡するやうになってみるから，い

はΣ“三百年以上の長年月にわたる太陽面の歌勢を知るナこめの貴重なFv度を吾人

はテルフ。ヲルフアニ氏の努力の賜ものεして三つNあるわけである。

　　　　　　　　　　　　　　　　儒）

　そもそも，ルドルフeテルフ（Rudolf　Wolf）なる，入は1816年ス井ス國のチウ

リヒ市に近い片田含に生れナこ入であって，家は可なり多くの學者を輩出した家

であり，効時から雨親の教育もよほさ注意深く行はれナこものであるが，十歳の

時，父を失ひ，同時にチウリヒ市に出て或る工業學校に學ぶ頃から特に数學に

優れf才能を表はしたミいふ。

　1833年，テウリヒに高等工學校が創立せられるや，テルフは入貸してエシマ

ン教授の天文學，ラーべ教授の力學，ムソン教授の物理學等の講義を開き，盆

々莫の理學的才能を磨いた。1836年には遽に此の學校を卒業して，エシマン教

授の奨めによって下下へ留学を思ひtち，先づ懊國」r　一一ン市の大學に行って，

リトロー数授の天文學，エテングハウゼン教授の物理學，ペツブール教授の甲

州を學び，天丈皇にも度々出かけて行って種々の天鵠観測を野牛しナこ。

　それから1838年の初めにはりトロー一教授の紹介によって猫國ベルリン大學へ

移り，天文塁のエンケ歌授等にも親しく教へられ導かれた所もあるが，しかし

此の・ぐルリン滞在中は，何れかε言へば数學研究に興味を持つこざ多く，シタ

イン教授の下に二三の論文を草したこざもあっずこ。

　1838年の夏，〈ごルリンを立って，先づグチンゲン大學にガウスを訪ひ，次い

でゴータ大刀にハンぜン教授を訪ひ，夏にボン大回ではアルグランデル教授を

訪ひ．何れも短時日ではあったけれき，此うした大家を歴訪したこεによって
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B
色々の噌示を與へられたらしい。

　年末には佛國パリに出でたが，此所では何もする暇が無く，すぐ，スヰス國

境に入り，ジユネ・一ヴ市の下交毫にアルフレド・ゴーチエ氏を訪ねナこ後，元の

チウリヒに肥り著いたっ此の満二年間の留學に得た所は極めて多く，今やラル

フは一か書の天：文家εなって故郷に三つたわけである。そして暫くは母校のエ

シマン教授の下に研究の日を迭って居た○其の當時，チウリヒ市に地磁氣の

観測所を作らうεする希望を以って少しく奔走して見ナこけれ魯，閉れは逡に成

功しなかった。一一けだしラルフが此うしナこ前野をした動機は，さきにゲチン

ゲン大學を訪ねて，ガウス教授にすXめられた地磁轡型の興味によるものであ．

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（三）

　1839年，ラルフは首都ベルンの一年間學校教授ミして招かれ，こNに漸く猫

立した理解者εして立つこεNなった。此の頃，スヰス國内に天文毫らしい天

文毫はジユls　e一ヴ市に一つあるのみで，折角若い天文家ラルフの研究慾を満足

せしめる：．Cは，チウリヒでも，ベルンでも出來なかつナこ。それで，ベルンで

は當分観測研究を断念しfこテルフは，一般理學會のために種々世話役をつεめ

ナこ外は，圖書館に出入して，ひろく文書をあさり，ス井ス國の理學史を著はさ

　うミの乳業を進めた。

　1847年，ラルフは，トレシエルごいふ天文家の他へ韓じナこあざを縫いで此の

ベルンの專問薄野の天文壷の主任ミなつk。しかし此の天文豊は，實は名ばか

りで，殆んさ器械らしい器械は無く，殆んさ手の下しやうもなかつナこ程である

が，此の貧錫な中から，ラルフはふε太陽観測の重要なこεを思ひ立ち，わす

か「三四」口径の望遠鏡を穿って太陽の三野の擬測を始めた。跨れは寧ろ偶然の

思ひ付きであっナこけれslt，其の後，年月が経つにつれて重大な意味を持つやう

になったのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（四）

　1850年の頃，ラルフは太陽黒鮎の観測の多少の経験から，此の黒黒占活動を撒

量的に表はすナこめの一つの尺度を工賢した。それは「太陽黒黙の相封撒」（Rela－

　tivzahlcn，郭ち英語ではRelative　Number）ミ呼ぶものである。前號で，シブ

ーペの偉業に封ずるジョンソンの演説中にも課挿したこεもある通り，黒闇の

最初の連綾観測者シブーべは，既に，太陽胃壁の下々の麩を重く見ないで，む

　しろ其の群の撒を撒ヘナこのであるが，ラルフも亦黒鴨欄々より黒馳群の方を，

太陽活動の尺度εしては重大であるミし，吹ぎの如きRミいふ撒を「相肝胆」

ε呼ぶこt一にしナこ。師ち，

　　　　　　　　　　　　　　　　R　＝＝　10g　十f

こXに，gは或るffの太陽面上に見える黒蔦葛の数であるし，又，　fは同じ太陽
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面上に見えてみる黒灘個々を籔へた撒である。但し，群には大群も小群もあり，

三って少撒の黒黙から出來てるる群も多撒の黒黙を含んでみる群もあるわけ

．であるが，群ξしての此等の塵別は全く見ないで，同じく一群ミし，爾其の群

の申にある黒黒占は個々の藪が幾何SいふこSになってfの中にも入ってみるこ

・εになる。故に，例へば今誤る日の太陽面に15個の黒黙が三つの群を形成して

親はれてるるεすれば，其の日の相封撒は

　　　　　　　　　　　　R　：：一：一　10　〉，〈　3十　15　一一一一　45

εなる。そして，一つの群の中には一翼数が幾何以上ナこるべしε言ふやうな規

約があるのでは無いのだから，こ二偲又は五三，又は十個，十五個等の黒黙から

’野駈てるる一つの群も認めなければならないざ同時に，躍に一・個の黒黙が猫立

して存在する場合にも之れを一群ε見なければならない。一一何だか之れは少

「々囚はれた氣味がないわけでも無いやうに見えるが，しかし，ラルフの元の考

・X．では，そもそも上記のRの式を考察した脚継が，「一魎の黒鯛が生じるより

も一個の黒鴨群の生じる方が一目倍の太陽活動量を要する」εいふ假定の下に出

來上ってみるのだから，止むを得ない。一一勿論，群に大小がある通1り，個々

の黒黙にも大きなものや小さなものがあるけれさ，「絹年数」の数へる場合には

是等を皆同様に一つミ撒へるのである。故にすいぶん上層な尺度で1まあるけれ

汐，元々，此の「相置数」なるものが，日々の太陽黒黙を精密に比較しやうεい

ふ目的のものではなく，いはS“黒馳を方便ミして，むしろ太陽全竸の清動程度

の大部を知らうεするのであるから，鯛かい見方には堪えないのは無理もない

のである。

　ラルフは闘うして算出判こ牛耳数を，交，他の華々が行った黒蝿観測の吟味

にも慮用して，相互に結果を比較するこxSが出過るナこめに，上記の整式よりは

寧ろ，

　　　　　　　　　　　　　iR　＝k（10g　ii一　f）

なる式を用みた。こXにkはgやfに無關斜な恒敷であって，只，使用された

器械や方法の能率にのみに依ろものである○テルフは始めから口餌三崎」，倍

率六十四倍の器械を使ってみるから，此の器械での能率を標準こすれば，例へ

ば他の大口径又は高倍寧の器械の如き能率の大きな方法で太腸を観る人は，テ

ノレフの観測よりも多くの黒貼や黒馳群を見るこεが出來る故に，之れξラルフ

の結果εを比べるためには，kを1よりも小さい撒にする必要がある。又質れ

に反して，ラルフの器械に劣る能率の観測ならばkを1よりも大きく取る必要

がある。

　ミにかく，雌うしてラルフは自己の毎日の観測から粗外数を計算し，其の相

退引の苺月李均又は毎年李均なさを算出して，一年中又は一ケ月中の太陽活動

を表はすこ書にしナこ。
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　　　　　　　　　　　　　　　　（五）

　ヲノレフが太陽黒黒占を観測し始めて，最初の大成功は，太陽黒黙の潰長が地磁

氣の愛野ミ密接に關解してみるミいふ事實の嚢見であっナこ。それは1852年のこ

ξであっナこが，此の夢見は，北米カナダのトPン5市に居るサバイン將軍も亦

同じ1852年に成q出たっ勿論此の函研究者は全く偶然に嚢見の時を同じくした

のであるから，吊れは嚢見者ざしての爾者の名響を減少するものではなくて，

却って爾者の別々の嚢見の償随ε確悟性εを喰すものであっfこ。

　　　　　　　　　　　　　　　　（六）

　ラルフは1854年にベルン市を去って故郷チウリヒ市に露り，高等工學校の教

授ざなったが，塗に1855年には同市の大里教授εなり，いよいよ1861年には新

しい墨型墓が建てられ，其の初段の長に任ぜられナこ。しかし如何に地位境遇が

憂化しても，ラルフはベルン時代に始めた太陽黒黙の翻測をすてす，層々熟練

を以って此の：貴ミい；事業を開けナこ。…一同時に，かうして観測研究し得ブこ結果

を登表するため1856年半ら「天文通報」（AstrOnomische　Mitteilungen）ざいふ名

の不定期出版物を刊行するこミSなつナこ。實に此のチウリヒ天文豪の事業を知

るテこめに，又，ラルフの齪測による太陽の活動歌況を知るために，Astronomische’

Mitteilungenは學界に葬常な貢献をしたも．のであって，今日も爾此れは後綴者

ラルフア氏によって第一百何懸εいふのが穫行一されてるる。

　　　　　　　　　　　　　　　　（七）

　ラルフが，Al’ルンやチウリヒのやうな，貧弱な器械的設備の天文峯で行ふ事

業εして太陽黒塗の蓮綾齪測を始めたこごは，まぴ三に賢明なやり方であっナこ。

グリニチやパリ道立天文壼のやうに堂々たる天文学が理想的の設備を嶽って，

今までの蕉來天文學一　師ち，天禮の位置や蓮動の研究一一を追ふのみのポリ

シーを早晩改めなければならない時機に蓬しナこのが十九世紀の中頃であっfし

が，しかし，まだ學界の大勢は1猛い將來に嚢乱すべき新方面の天文璽に封ずる

見込みがっかす，全腿が一種の行き詰まりに1萱遇しナこ（「天界」第61號第73頁参

照）ミ思はれナこ除太陽黒羅聾の永綾観測が忘れられナこる一一しかも貴重なる事業

たるこミ，しかも之れが僅か「三ll寸」ロ径の望遠鏡でも成し得る重要事業なるこ

’Sに，ラルフは氣が付いナこのであっナこ。

　しかし，何ε言っても，「三廻」でやる太陽黒瀬観測は，術ドして，極めて三

目であり，又容易である。殊に又當時のヲルフミして見れば，始めてから間も

ないのであるから，其のまsでは，手許にある材料は甚だ少ない。そこで，ラ

ルフは鯨暇を以って圏書館に入り，古い時代から先入のやつナこ太陽鱗則記録を

調査研究するこミを始めた。

　ラルフの，此の古記録の調査は頗る徹底したものであった。帥ち第十七世紀

のハリオト，ガリレオ．　シャイネル，　リチ丁目リ．ヘゴリウス等の残しナこ観
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‘　測を始め，近くはシブ1べ，シミト，カリントン等に至るまで，前後二百鰍十
　年にわナこって切れ切れに行はれた太陽黒黙の報告原文をあつめ，此等を精査の

　上，悉く，ヲルフー流の「相封籔」に整理して了つた。一一此等の結果は詳細に

　「天文通報」に獲表されたが，更に出れを大きく纏めた結果を，ラルフは，1877

　年，英國ローヤル天文學會所要の第四ひ三巻に糞表した。此の論文の中には17

　49年からの毎年毎月の太陽黒黒占「相封数」が大きな表にして掲げてある。

　　此のラルフの大研究によって，吾人は1749年三脚の「相封数」を知り，從って

　過去二百蝕年に近い間の太陽活動歌唱を知る材料を持ってるるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（八）

　　ラルフは自ら此の魑しい翻測材料を整理するミ共に，シゾ！・“’二二の問題で

ある瓢鰍の醐を濡し，慰1痔年な・二二醐鵬ナ・・回れ棚ち

　ラルフ週期εして今二世に有名なものである。勿論，シブ！べの「二十年上いふ

醐よりも礁である・しかい・・フ自ら慨齢じてるる如く，この11÷

　年は永年の二丁記録から導き出した二二週期であって決して精密に此の簡躍な

　週期のみが誰の目にもi現はれてるるこεを意味するのではない。現にラルフの

　指摘する所によれば，

　黒氏相封鰍極大の年は　1615．5　1626．01639．5　1649．01660．01675．0……

　其の問隔は　　　　　　　　10．5　　13．5　　9．5　　11．0　　15．O　　IO．0…

　叉，相門門極小の年は　　1610．8　1619．0　1634．0　1645．0　1655．0　1666，0一・

　其の間隔は　　　　　　　　8．2　15．0　11．⑪　1G．0　11．O　l3．5…

　敵に極大の年の間隔も，極小の年の二二もすいぶん大小の差がひさく．ヌ、り交つ

　てるる。ti：　s“興れ等を卒均して見るε，ほx“ll⊥年εなるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
　　極大や極小の年の間隔が，上蓮の如くいろいろになってみるこごは，果して

　太陽の活動そのものが此れほさ不規則なものであるのか，叉は観測の誠差や，

　調査研究の：不充分なために此うしナこ結果が現はれたのか，明らかでない。テル

　フ自身ミして見れば，此の観測法や調査研究法の不充分なのを知ってか，々き一り、

　に李均笹を取るこミに苦心し，El々の観測から毎月毎年の李均相封撒を算出す

　るのみならす，更に，各月の李均相門門の，前後十三ケ月にわナニる写均撒を以

　つて其の中央に労る月の最終の羅均縫εしたD例へば，

　　　　　　一月　二月三月　四月五月六月七月八月九月十月十一月十二月
　　　1906年　　45．5　　31．1　　64．5　　55β　　57．7　　63．2　103β　　47．7　　56ユ　　17．8　　38．｛）　6・1．7

　　　1907年　　76．4　108．2　　60．7　　52、6　　43．0　　40．4　　49．7　　54β　　85．0　　65．4　　61．5　　47．3

　　　1908年　　39．2　　33．9　　28．7　　57．6　　40．8　　4S』L　3～）．5　　90．5　　86。E〕　　32．3　　45．5　　39．5

　此等を元の材料ミして，1906年7月の最終薦謝藪を得るナこめには，1906年1

　から1907年1月までの上記の李均相封撒から，更に李均して，先づ

　　　（45．5十31．1十64．5十55．3十57．7十63．2十103．3十47．7十56．1一十一17．8一ト38．9

　　　　　十64．7）÷12＝＝53．8
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此の53．8は1906年六月末叉は七月始めに相々するZF均魑ミ見るべきものであ

る。次ぎに1906年2月から1907年1月までの十ニケ月のZF均ミして．

　　（31．1十64．5十55，3一ト57．7十63．2十103．3「ト47．7十56．1十17．8一一ト38．9十64。7

　　　　　　　十76．4）÷12＝＝56．4

此の56．4は1906年の七月末叉は八月始めに相渇する。故に二つを李均して．

　　　　　　　　　　　　（53．g十56．4）÷2＝55．1

εすれば，此の55．1は1906年七月中頃に相回するZf一心の相玉敷ミ見るべきもの

である。ラルフは此の55．1を1906年七月の最終相封撒εしナこ。

　謡うしナこ復雑な計算は，皆，観測の不完全を豫画するε同時に，叉，太陽そ

のものについても，蝕り些細な愛動を度外視して，まつ最も一般的な，（從って

最も安全な）鳴動の大勢を捕へんごカめナこのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　（九）

　ラルフは1893年十二月六日に逝去しナこ。（テルフは，天文家εして決して太陽

黒鮎の観測や研究にのみ終始しナこのでは無い。若い時，猫填に留愛して幾多の

大家に感化を受けたこεからも考へられる通り，蕎來の天文學にも一通り以上

の興味を持ち，ベルンやチウリヒに於いて，測地學や子午線天文學のナこめに可

なりの貢献をした。殊に1874年頃，チウリヒ大學天文毫にケルン製の子午環を

据え付けて，恒星の経緯度を槻噛しナこのは幽界にも有名なここであっナこ。叉，ラ

ノレフは一面に於いて天文學及び二般虚心の歴史に興味を持ち，其の方面の頗る

立ち入つナこ研究を成し燧けナこ結果，1858年には「ス井ス國の理學者列樽」四巻，

1869年には「論証全書」二巻，叉，1891年には上下二巻の「天文全書」（Handbuch

der　AstrOnOmie）を著はしたな曹，一生涯を通じ，著述者εしての業蹟も見事な

ものであっf二。一一しかし此等は’今直接に此の文には必要が無いから省く。）

　テルフの逝去後，チウリヒ大學天文皇は，其の高弟ラルフア氏に纏がれたQ

そして今日までラルフア賃は立派に此の天文皇の諸事業を纒績してみる。

　　　　　　　　　　　　　　　　（十）

　ラルフア氏も今は既に在職三十年を越えて，自身が，もはや可なりの老入で

ある。自分は，ユ924年10月25日，外遊の序でを以って此のチウリヒの天文蜜を

訪ねた。（「天界」第53號卿98頁参照）其の時，幸ひ，ラルフア教授にも會’ひ，親

しく案内されて天文窒の内外を見せられた。牛世紀の前からの「三吋」が今爾保

存せられてるたのを見て，自分は大なるインスピレーションを受けナこものであ

るが，爾其の外に，今は「罵声」の赤道儀で黒鮎の爲眞観測や紅熔観測も行はれ

叉屋上大ドーム内の「十三吋」赤道儀では恒星の爲眞研究も行はれてるナこ。1924

年には，叉，火星の襯測も行はれてるた。一一しかし何ε言っても，此のチウ

リヒの天文塁は太陽黒瓢の眼覗観測の大本山であって，今は，國際天文同盟

（lnternational　Astronomical　Un｛on）の太陽黒竜眼視観測部の中央局が此所に
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置かれ，世界各地で行れてるる此の種の観測結果は一慮悉く此の天文墓のラル

フ教授の許に集められるこSになってみる。

　「天文通報」は今も爾月刊されてるて，それにはうルフア氏自身の観測結果が

嚢表されるが，そればかりでなく，近頃は，此所が中央局の姓質上，他所の観

測結果も此の中に獲表されるこεが少なくない。

　しかし，躍に天文家の側からばかりでなく，一般に氣象尋者や地球物理學者

の要求が多くなって來たがtcめ，此のヲルフア氏の太陽黒鮎相国撒は，短月の

軍均値が，可なり以前からMeteoエQbgische　Zeitschエiftの中に獲表されてみる。

しかるに，かの穴部大戦七十，此の猫懊系の羅誌が一般には容易に手に入りに

くxなつkものだから，1920年からは米國で登行するTerrestrial　Maguetiミ111

and　Atmospheric　Electricity　εいふ難誌の中にも此のヲルフア氏の相i封撒が｛菱

表されるこεNなつナこ。一一しかし此うして毎年の甦誌に定期的に養表される

ものは相即敷の躍なる李均値であって，言はs’暫定的のものである。前述の如

く，前後十三ケ月の値を李均して得る最終相封籔は五年又は十年毎ぐらみに総

質的に纒められて，ヲルフア氏によって登表される。

　第115頁の第一表はラルフ・テルフア墜下の太陽草津相軍糧を表はす。此

は最：i逓にラルフア氏がTerrestrial　Maguetism　alld　Atmospheric　Electricityの第

三十巻第二號に嚢表したものであって，皆，毎月の観測李層相饗数である。19

24年12月までの分が載ってみる。こ判こ最終相月歎を出さないで，むしろ観測

卒均田断藪を畠した理由は，之れさへあれば上記の計算法で最終相単数は容易

に算出し得られるものであるし，叉，此の李均型幅数は余り入工的でない撒で

あるため却って以る種の特別な研究材εして，最終相野以上に償値があるε思

ふからである。

　　　　　　　　　　　　第　　　　二　　　　i喪

　　　　　　最近年腿のヲノレフア氏太陽黒瓢暫定的相馬数

i羅課瓢㍊
Ilg22”　iO．21　2．　zg1　60．0］　IL41　7．7！　5．89　9．7

懲i；i講；｛1轄；li？g：；

八議坤一班二月鞭
20．8116．7

5．3　5．2・

　　0．5：113，7

工葡、翻

8ユ16・71

11．51　7．3

判鏑

15．7

18．7

L1
13，4

24．7

14．8

5．5

163

　1925年1月以後は，望月の暫定ZF均値が前記二種類の雑誌に議表せられてみ

るのみであって，未だ最終相封着εしては嚢表されてみない。しかし，李均値

から最終値を算出する方法は明らかなのであるが，こNでは後に蓮べる或る目

的のナこめに第二表には暫定的ZF野里そのまN（即ち，ラルフア氏が自らチウリ

ヒでやつナこ齪測そのまX）ケ載せるこεにした。観測準宰相i封藪εは．ラルフ
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ア氏自身の観測ばかりでなく．氏の手許に諸所から報告される縮ての黒鮎報告

を総2F均して得られるものである。近い中に，ラルフア氏自身が何等かの形式

で此の近年の最終相乱数を嚢表する時を待って，本誌にも其れを韓卜したいε

思ってみる。ミにかく，上述の理由により，第一表ミ第二表こは直ちに凶事し

てみるものではない。

　第121頁の圖には，第一表の歎埴を紙面に連綿的に表はしナこ。之れは躍に一

覧するの便利上のこξであるQ

　　　　　　　　　　　　　　　（十一）

　ラルフ・ラルフア爾氏の太陽黒黙相封撒は，いろいろの意味に於いて嗜示に

富む声声である大膿ではあるが永い年月の間に太陽の愛動が如何なるものであ

るを見せるのには最も貴重な資料である。黒貼ε他の現象εの關係有無を研究

　第　二　衷　　　　第　四　衷

太陽黒汗極大期太陽磯明極小期

年…欠 間隔

瀧
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1　ll．P．

　　葭

するには必要旧くべからざる材料であ

る。しかし，ひろく學術の諸方面εの

響町問題は逆立にゆつるミして，今こ

判こは黒黙野地の週期そのものについ

て述べやう。

　相鮒籔の研究によって，ラルフ。ラ

ルファ雨氏は黒黙喉頭の極六の年を第

三表の如く定め，久，極小の年を第四

表の如く定めナこ⊃此等の前後の間隔を
・幽す・・一C，前蓮卿く11÷・1・…

ふ李均週期を得るのであるが，個々の

間隔そのものは相互に非常に大きな攣

動を見せてみる。

　此の黒黒占週期の研究については十九

世紀の末からいろいろの野土が手をそ

めてみる中にも英訳のAシュスタ1，

H，Hタ1ナ1六出の研究が最も有名

であり，我が日本の木村榮博士の研究

も廣く知られてみる。此等の入々は何

れも黒黒占週期が輩一なものではなく多

くの週期が重復してみる結果，圖に見

るやうな可なり不規則な曲線が現はれ

るのであるミ考へてるる。上記の冷々

が，研究の結果，獲表された所による

ミ，黒鮎の単動は下の如き多くの週期

を含んでみるεいふ。
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A．シユスタ1氏

　………年

　　13，5

　　11．lo．or

　　83，6

　　5．56
　　4．r（g

　　3．71

H．Hタ1ナ1氏
　　………年

　　14．63

　　11．41

　　10．22

　　8．36

木村榮氏

822年
16．59

13．5・　3

11ユ14

9．99

8．25

5．95

5．49

4．85

3．63

　シユスタi教授は，上記の週期の中で最も著しいものである11．125年，8．32

年僻の三二漏れも3措年の糸勺黙なってみるこ潮旨摘しt…ep

ち

　　　　　　　　　　　　　11’i25　×　3　＝　33．375

　　　　　　　　　　　　　8．32　×　4　＝：＝　33．28

　　　　　　　　　　　　　4．77　×7＝33．39．

故に，太陽の憂動の根本週期は寧ろ33年鯨であらうεいふのがシユスタ1教授

の結論である。

　木村榮博士は，之れに給して，82年ざいふものが太陽週期の中では可なり著

しいεの説；を持ってるられる。

　Eころが，タ1ナ1教授は，太陽黒黒占週期εしては1貿F蝕の所謂テルフ週期

が箪に存在するのみで，他は皆数理的研究の方法上の副産物εして現はれたも

のに過ぎす，爾11年の週期そのものが，決して一定不愛のものではないミ考へ

てるる。郎ち氏の研究によれば，太陽黒総のZ｛三面週期なるものは

1766年以前にば

1766年から　1796年まで匡

1796年から　1838年まで［t

1838年から　186S年までば

1868年目ら　1895年まで（t，

1895年から後に

10’9年

9・37年

12・4年

11．6年

12．0年

13・3年

なのであって，此のzド均週期なるものが，1766年，1796年，1838年．1668年，1895

に突然εして攣化してみる。此れは全く太陽以外の或る現象が原因εなって此

うしナこ突嚢的攣動を黒鮎ZF均週期に起さしめるのであるεして，タiナ1氏は

此の原因を一種の流星群の存在に節しナこ。郎ち，こNに大丸11年はさの週期運

動をして太陽のまはりを動いてみる流星群が存在するE考へ，それが，更に今一

つの33年週期の流星群の引力によって干渉される結果，始めの流星群の魅道か

多少攣化する一一此うしナこ憂動し易い流星群からの流星が太陽面に落下する

爲，黒鮎が生するのである。εの説である此の説は1913年に嚢表されナこもので，

一慮巧みに黒黒占週期の牛馬を設明してみる。しかし，此の説の立て方に可なり

疑問があって，今では未だ之れが霧海に重きをなしてみるεは言へないっ（終）


